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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 山形県米沢市 市民環境部環境生活課 

②事業名 米沢駅前広場リニューアル事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 
1.事業発案 
2.事業化検討 
3.事業者選定 

4.その他（                     ） 
 

 米沢駅前広場（西口・東口）の車道・歩道の融雪はヒートポン

プ方式ロードヒーティングとなっているが、耐用年数（西口 H4

整備・東口 H13、H14 整備）やランニングコスト（電気料

1,000 万円、点検委託料 200 万円、修繕料 300 万円）などの

課題から、除雪車などによる機械除雪に切り替えるか検討してい

る。 

 あわせて、現在の駅前広場に不足している休憩機能や交流機能

の追加充実を検討しているが、多目的広場は夏の盆踊りでの利用

はあるものの、普段訪れる人はほとんどない遊休状態にあり、公

有財産の有効活用やオープンカフェなど民間事業者の導入を推進

する事業手法について、民間事業者からの助言・提案を踏まえ決

める予定としている段階である。 

 

また、駅前広場の利活用とあわせて、以下の既存施設の活用等も

検討している。 

 

〇北側駐車場 

 米沢駅前北駐車場の利用が低迷してきており、収入増加策や、

公有財産の最大限の有効活用策を模索している。 

 

〇自転車駐車場 

米沢駅前自転車駐車場の管理運営を指定管理者制度で実施中

（Ｒ1-Ｒ5）。現行はゲート式パーキングシステムが無い有人管

理で 5:30-23:30 の開場時間であるが、次期更新時（Ｒ6-Ｒ

10）において、機械管理を導入し 24 時間入退場可能で、かつ

人件費の縮減等により、総コスト削減と住民サービス向上を図れ

ないか検討している。 

また、比較的駐車可能台数に余裕があるため、余裕スペースの

有効活用等に関して、民間事業者のアイデアを把握したい。 
 

④サウンディングの目的 駅前広場の車道・歩道の融雪設備の更新や駅前広場等の利活用

にあたって、民間事業者が有する柔軟なアイデアを取り入れたい

と考え、サウンディングを実施するものである。 

融雪設備の更新、多目的広場・北側駐車場・自転車駐車場の利

活用について、官民連携手法としてどのような手法が想定され得

るか、また、どの手法が適しているかについて提案いただきた

い。その際、地域住民が集まるような仕組みや収益を生み出す工

夫があれば、提案いただきたい。 
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⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇融雪設備の更新 

・現在のロードヒーティングによる雪対策よりコストも含めて効

果的な手法が考えられないか。 

 

〇多目的広場 

・現在の駅舎では鉄道利用者の滞留、待合、休憩スペースが限ら

れており、解決策として憩いと潤いのあるスペース創出のため

どのような屋外空間活用が考えられるか。 

 

〇北側駐車場 

・現行料金 30 分無料、その後 30 分毎 100 円、4 時間を超え

24 時間まで 800 円、48 時間まで 1500 円、以後 24 時間

毎 1000 円加算。隣接民間駐車場は 60 分毎 100 円、最大料

金 24H300 円と、競争力に差があり、どう対応改善できる

か。 

・米沢駅利用者数はコロナの影響を受けていない H 30 年度は

87 万人、R2 年度は 49 万人に減少。公有地の最大限活用ア

イデアはどのような手法が考えられるか。 

 

〇自転車駐車場 

・余裕スペースの賃貸料収入を見込みつつ、テナント事業者に指

定管理業務を委託できないか。また、その場合どのような業種

が考えられるか。 

・余裕スペースを活用した、市民サービス向上や地域活性化に資

する機能導入のアイデアがないか。 

 

⑥対話を希望する業種 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

注）希望する業種の事業者の

参加を確約するものではあ

りません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

注）希望する規模の事業者を

確約するものではありませ

ん 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（          ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（                      ） 
②事業の種類 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運

営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 
※ 該 当 す る 番 号 に ○ （ 複 数

可） 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  
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※PFI 事業方式（BTO、RO

等）が具体に決まっている場

合、「1.PFI 事業」の（）内に

記載ください。 

7.土地の賃貸借 8.土地の売却・譲渡 

9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（             ） 

 

 

 

⑤事業内容 
※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

〇融雪設備の更新 

 融雪を廃止し車道部の除雪車による除雪と歩道部の小型除雪機

＋シェルター屋根一部増設を検討している。また、融雪維持の場

合、路面再舗装を含む全面的更新を検討している。 

 

〇多目的広場 

 多目的という名の無目的広場を脱却し、多くの市民が憩える空

間の創出を検討している。 

 

〇北側駐車場 

 指定管理者制度（R6-R10）で、新たに利用料金制導入を検

討しているが、同時にその他の活用方法（公有地売却含む）も検

討している。 

 

〇自転車駐車場 

既存施設に機械設備ゲート式パーキングシステム追加設置する

ことを検討している。また、実際の駐車台数に対し駐車可能台数

が比較的余裕があるため、余裕スペースの有効活用等を検討して

いる。 
 

⑥現状及び課題 〇融雪設備の更新 

米沢駅前広場の車道・歩道の融雪はヒートポンプ方式ロードヒ

ーティングを採用しているが、耐用年数やランニングコストなど

の課題がある。 

 

〇多目的広場 

現在の駅前広場に不足している休憩機能や交流機能の追加充実

を検討している。多目的広場は夏の盆踊りでの利用はあるもの

の、普段訪れる人はほとんどない遊休状態にある。 

 

〇北側駐車場 

 コロナの影響とともに隣接民間駐車場の料金引き下げで価格競

争力が低下、指定管理の利用料金制未実施で柔軟さを欠く料金体

系で利用台数、収入額が 4 分の１に減少している。 

 

〇自転車駐車場 

現行施設の客層は、鉄道-自転車通学の高校生がメイン。平日

補足の電車到着時刻に合わせ自転車の出場で出入り口付近が混

雑、出入口 2 か所で対応中。H30 の実績では 1 日の駐車台数の

ピーク値は西側で 679 台、東側が 185 台であり、駐車可能台

数西 1100 台の 62％、東 400 台の 46％という状況。降雪期

（12 月-3 月）の利用は減少する。 

 西側の米沢駅前自転車等駐車場 1 階のバイク置場約 120 ㎡、

2 階の南側の約半分程度は余裕があると考えられる。 

 

⑦前提条件 
※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡

〇駅前広場 

 本市は特別豪雪地帯であり、雪対策は確実に行い、冬期の移動

円滑化を確保したい。 
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潔にご記入ください  各施設の更新を見越して、余裕を持った土地利用としたい。 

 

〇自転車駐車場 

 主な利用者は電車通学の学生。SDGs や脱炭素化に資する自転

車活用推進を進めたい。 

 現施設は市所有で米沢駅の西口側と東口側に設置している（米

沢駅東西自由通路は歩行者専用（階段、エレベーター）で、自転

車通行は不可）。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

  

 未定 

（２）対象地  

① 所 在 地 （ 交 通 情 報 含

む） 

①山形県米沢市駅前一丁目 1 番 62 号(米沢駅西側駐輪場) 
②山形県米沢市駅前一丁目 1 番 123 号(米沢駅東側駐輪場) 

③山形県米沢市駅前一丁目 1 番地内(北側駐車場) 
④山形県米沢市駅前一丁目 1 番地内(多目的広場) 

②敷地面積 ①約 2,100 ㎡ 

②約 471 ㎡ 

③約 2,600 ㎡ 
④約 1,200 ㎡ 

③土地利用上の制約 ①商業地域、準防火地域、建蔽率 80％・容積率 400％ 
②準工業地域、準防火地域、建蔽率 60％・容積率 200％ 

③商業地域、準防火地域、建蔽率 80％・容積率 400％ 
④商業地域、準防火地域、建蔽率 80％・容積率 400％ 

④所有者 ①市 

②市 

③市 
④市（一部 JR） 

⑤周辺施設等 米沢市の玄関口 
 

⑥対象地周辺の環境  

⑦その他 
(上記項目以外の情報、特

徴、留意すべきこと等） 

 

 
■対象施設情報 

対象施設 

建物 

 ①施設名称 ①米沢市営駅前自転車駐車場 

（サイクルパーク RinRin） 

②米沢市営駅東自転車駐車場 

③米沢駅前北駐車場 
④米沢駅前広場(多目的広場) 

⑤米沢駅前広場(西側融雪面積) 

⑥米沢駅前広場(東側融雪面積) 

②施設の延床面積 ①2,264 ㎡ 

②471 ㎡ 

③約 2,600 ㎡ 
④約 1,200 ㎡ 

⑤約 5,000 ㎡(うち西駐車場 460 ㎡) 

⑥約 6,300 ㎡(うち東駐車場 1,650 ㎡) 

 

③建物の構成（構造、階数） ①Ｓ、2 階 

②Ｓ、1 階 ④主な施設の内容、導入機能 
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①風除室、自転車置場、バイク置場、斜路付き階

段、管理人室、便所、物置、平置型駐輪ラック 

1,100 台、自転車搬送用ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ設備 １台 

②自転車置場、管理人室、便所、物置、2 段式駐車

ラック 

上段 163 台 下段 237 台 

③アスファルト舗装、北駐車場 66 台、融雪なし 
④インターロッキング舗装、植樹桝、融雪なし 

⑤歩道インターロッキング舗装、車道アスファルト

舗装、西駐車場 22 台、融雪あり 

⑥歩道インターロッキング舗装、車道アスファルト

舗装、東駐車場 70 台、融雪あり故障停止中 

 

⑤運営状況（運営主体、事業手法

等） 

①指定管理者 

②指定管理者 

①、②を一括発注している。 
③、⑤、⑥の駐車場部を駅舎内の観光案内センター

と一括して指定管理で発注 

 

⑥その他 ②2 段式駐車ラックの一部は片付けて平面運用中の

部分あり 

 
■ 添付資料 

 対象施設位置図 
 融雪機器仕様 
 自転車駐車場関連資料 

H30 指定管理委託公募資料（建物図面、仕様書他）一式 


